　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆教科部会の実施
教科部会を定期的に設定し，授業力向上を目指した研修会を企画する。

※授業づくりの基礎・基本となる「学習訓練」「発問の吟味」「机間指導の仕方」「板書の工夫」「授業形態」「指導過程」「評価」「指導案の書き方」等についての研究会を定期的に設定する。

※各部員の課題に即したテーマでの研修会を設定する。

◇研究授業の実践

教科部会で研修したことを基に，授業実践をする。テーマに沿った視点での検討会を行い，授業力向上を図る。

※授業の見方や参観の視点，授業記録の取り方等を提示する。

※負担軽減のため，略案の形式を提示する。

※若手教員や講師を対象とした，先輩教員からの模範授業を提供する。

■教科部会の生かし方

教科部会で話し合った内容を記録簿にまとめ，授業実践の指導案と検討会の記録とともに，常に閲覧，活用できるようにしておく。

	◆校長・教頭へ：授業力向上を図るために，各教科における研修会の実施について相談する。相談する際は児童生徒の学力及び教科部員の力量をおおむね把握しておき，教科部会，研究授業の実施の必要性を伝える。
◆教務主任へ：特に小学校においては，重点化しようとしている教科について，年度当初に教科部会を編成するように依頼する。
◆教科部員へ：授業力向上のために，各自が課題を把握し，研鑽することが必要であるという意識付けを図る。
◇校長・教頭へ：研究授業後の指導・助言を依頼する。

◇教務主任へ：研究授業や授業検討会が円滑に行えるように，補欠体制や日程調整を依頼する。
◇各部員へ：授業の見方や参観の視点について説明し，記録の取り方を提示する。

■校長・教頭へ：１年のまとめの会では，次年度に向けて意欲付けになるような講話を依頼する。


授業づくりの基礎・基本となる研修を計画，実践し，教科部員の授業力向上に努める「教科主任」





左：推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応
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活用できるセンター研修・訪問研修等





【授業づくり研修】　　・各教科領域の研修


【トピック研修】　　　・言語活動研修


【授業づくり訪問】


【サポート訪問】　　　・授業力向上サポート








活用できるセンター研修・訪問研修等


【授業づくり研修】各教科，領域の研修会


【トピック研修】言語活動研修会


【授業づくり訪問】


【サポート訪問】授業づくり









